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世
羅
郡
遺
族
会
の
概
況

戦
前
戦
中
の
世
羅
郡
の
行
政
は
十
コプ刀
町
村
で
明
治
以
降
の
戦
没
者
は
忠
魂
碑
、

招
魂
社
等
に
祭
り
、
桜
花
咲
く
四
月
盛
大
な
る
招
魂
祭
を
町
村
主
催
で
在
郷
軍
人
会

等
の
協
力
で
挙
行
さ
れ
、
協
賛
行
事
と
し
て
草
競
馬
が
行
わ
れ
村
を
挙
げ
て
の
盛
事

で
あ
っ
た
。
戦
後
神
道
指
令
が
出
さ
れ
公
人
の
立
場
で
宗
教
的
式
典
を
も
っ
て
慰
霊

祭
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
各
町
村
共
に
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
民
主
団
体

に
於
い
て
行
な
わ
れ
て
来
た
。
終
戦
五
ヶ
年
の
歳
月
が
流
れ
、

よ
う
や
く
遺
族
援
護

の
声
が
お
こ
り
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日
甲
山
町
、
同
九
月
二
十
六
日
に
東

大
田
村
が
町
村
の
支
援
に
依
っ
て
、
遺
族
同
憂
の
誼
を
以
て
相
互
扶
助
、
慰
籍
救
済
、

自
力
更
生
の
道
を
聞
き
共
に
相
携
え
て
平
和
日
本
建
設
に
逼
進
す
る
目
的
の
も
と
に

遺
族
会
が
結
成
さ
れ
た
。
之
に
し
た
が
っ
て
郡
下
十
三
ヶ
町
村
の
結
成
を
視
る
に
至

る
。
翌
昭
和
二
十
六
年
四
月
、
再
度
の
会
合
協
議
の
結
果
、
世
羅
郡
遺
族
厚
生
連
盟

が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
。

世

羅

郡

遺

族

厚

生

連

盟

役

員
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-
市
町
村
遺
族
会
の
再
編
成
に
つ

い
て
昭
和
三
十
年
四
月
以
降

昭
和
三
十
年
市
町
村
の
統
合
に
依

っ
て
世
羅
郡
を
三
町
に
再
編
成
さ
れ
、
甲
山
町
、

世
羅
町
、
世
羅
西
町
に
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
際
従
来
の
広
定
村
は
、
甲
奴
郡
甲
奴

町
に
、
上
山
村
は
双
三
郡
三
和
町
に
、
神
田
村
は
賀
茂
郡
大
和
町
に
、
大
見
村
の

一
部
が
吉
舎
町

へ
。
津
名
村
の

一
字
敷
名
が
三
和
町
に
、
吉
川
村
の
大
字
吉
原
が

賀
茂
郡
豊
栄
町
に
そ
れ
ぞ
れ
合
併
し
、
御
調
郡
字
津
戸
村
が
甲
山
町
に
津
久
志
村

の
一
宇
山
福
田
が
世
羅
西
町
に
合
併
し
た
。
合
併
後
は
三
町
の
会
長
の
内

一
名
を

郡
会
長
に
他
の

二
名
を
副
会
長
と
し
世
羅
郡
遺
族
会
と
改
称
、
十
二
支
部
は
そ
の

止与
3エ ま

ま
運
営
し
て
来
た
。

泰
吉
(
甲
山
町
)

副
会
長

副
会
長 長

城

11原

(世
羅
町
)

林
長
谷
川
春
秋
(
世
羅
西
町
)

-
昭
和
四
十
六
年
役
員
改
選

t込
3三副

会
長

理理理理監

林
長
谷
川
春
秋

(世
羅
西
町
)

I1頂

(世
羅
町
)

長事

原
因

事

宮
本

事

中
村

事

福
岡

事

宮
本

次
郎
(
東
)

悟

(東
大
田
)

定
(
山
福
田
)

悟

(
津
名
)

悟

(
東
大
田
)

副

会

長

理理理理監事
務
局
長 事事事事事

金
田

宣
雄
(
甲
山
町
)

城

泰
士
口
(
甲
山
)

光
元

賢
三
(
大
見
)

宮
崎

正
登
(
小
国
)

岡
田

福

(
津
久
志
)

高
山

武
雄

(日
川
)

福
永

卓
男

(長
田
)

-
婦
人
部
の
結
成

(昭
和
二
十
六
年
四
月
)

本
郡
の
十
三
支
部
に
婦
人
部
を
結
成
し
郡
及
び
県
本
部
と
の
連
繋
を
密
に
し
て
補

償
運
動
等
要
求
の
九
原
則
に

つ
い
て
努
め
る
。

田
島
サ
ダ
ノ

(甲
山
町
)

内
海
チ
ヨ
子

(東

村
)
圏
実
於
千
枝

(三
川
村
)

平
野

幸
恵

(東
大
田
村
)
野
田

房
子
(
大
見
村
)
久
井
ス

ユ
ノ

(西
大
田
村
)

山
根
ヨ

シ
子
(
津
久
志
村
)
今
元
シ
ズ
ヨ

(小
園
村
)
竹
広

光
枝

(
津
名
村
)

戸
上
富
貴
枝
(
神
田
村
)

上
本
ス
ギ
ノ

(吉
川
村
)

-
青
年
部
の
結
成

昭
和
三
十
五
年
以
降
、
英
霊
の
崇
高
な
る
精
神
を
継
承
し
遺
族
会
の
目
的
遂
行
に

努
め
将
来
の
後
継
者
と
し
て
の
資
質
の
育
成
に
努
め
る
目
的
を
も
っ
て
青
年
部
を
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更
に
結
成
し
各
遺
族
会
の
若
返
り
と
活
動
の
強
化
を
計
る
。

郡

部

長

春
昭
(
世
羅
西
町
)

今
回

甲
山
町

人

郡
副
部
長

下
住

優
(
甲
山
町
)

世
羅
町

四
七
人

郡
副
部
長

松
山

理
人

(世
羅
町
)

世
羅
西
町

一六
人

e
+
l
 

ュ=ロ

一
一
六
人

-
年
中
行
事

-
慰
霊
祭

昭
和
二
十
年
以
降
町
村
主
催
で
な
く
民
主
団
体
の
主
催
で
甲
山
町
は

郷
友
会
、
遺
族
会
が
、

世
羅
町
は
英
霊
に
応
え
る
会
関
係
五
団
体
、
世
羅
西
町
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と
な

っ
て
、
桜
花
香
る
四
月
神
式
仏
式
交
互
に
執
行
。

町
長
町
民
を
代
表
し
て
生
前
の
武
黙
を
讃
え
、
英
霊
の
真
心
を
平
和
日
本
に
生
か

す
こ
と
を
誓
い
遺
族
に
中
餐
を
供
し
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
で
慰
労
す
る
。



終
戦
記
念
日
八
月
十
五
日
お
盆
に
は
、
町
と
遺
族
会
に
て
町
内
全
英
霊
に
燈
明
料

を
供
え
る
。

各
支
部
ご
と
に
忠
魂
録
、
過
去
帳
に
戦
歴
・
英
霊
の
写
真
を
入
れ
永
久
保
存
し
慰

霊
祭
に
は
祭
墳
に
祭
ら
れ
る
。

-
運
営
資
金

昭
和
二
十
五
年
頃
の
結
成
当
初
は
、
県
交
付
金
一
万
円
、
町
村
補
助
金
十
三
万
円
、

共
同
募
金
配
分
金
六
千
円
、
計
十
四
万
六
千
円
で
出
発
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
度
よ
り
、
各
支
部
の
遺
族
数
に
応
じ
て
一
人
当
り
会
費
七

O
O円、

県
会
費
六

O
O
円
、
郡
会
費

一
O
O円
を
徴
集
し
、
夫
々
の
運
営
に
充
当
し
て
来

た。な
お
県
本
部
よ
り
映
画
上
映
を
受
け
遺
族
の
慰
安
と
運
営
資
金
の
捻
出
を
計
る
。

文
婦
人
部
に
毛
糸
、
慰
霊
に
ロ
|
ソ
ク
、
線
香
の
購
買
を
な
し
助
け
と
し
た
。

-
活
動

遺
族
会
の
第
一
の
活
動
目
標
は
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
、
第
二
が
遺
家
族
に
対
す

る
補
償
た
る
年
金
、
弔
慰
金
の
制
度
の
復
活
、
特
に
戦
争
未
亡
人
の
婦
人
部
の
窮

状
に
対
す
る
国
家
補
償
等
々
に
つ
い
て
中
央
及
び
県
の
指
導
と
助
言
を
受
け
会
の

組
織
の
強
化
活
動
に
努
め
て
来
た
。

-
衆
議
院
厚
生
委
員
で
遺
族
援
護
委
員
会
委
員
長
高
橋
等
氏
の
創
設
期
に
於
け
る
、

助
言
と
指
導
よ
ろ
し
く
備
後
護
国
神
社
を
中
心
と
す
る
、
備
後
遺
族
連
盟
が
結
成

さ
れ
英
霊
の
顕
彰
と
遺
族
援
護
補
償
の
道
が
開
け
て
来
た
。

つ
ε

つ
い
て
永
山
忠
則

氏
衆
議
院
議
員
と
な
り
本
会
の
指
導
育
成
に
要
望
の
貫
徹
に
努
め
ら
る
。

-
青
少
年
義
勇
軍
物
故
者
慰
霊
式
を
執
行

昭
和
六
十
三
年
二
月
十

一
日
甲
山
町
改
善
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
世
羅
郡
出
身
の

青
少
年
義
勇
軍
に
参
加
者
一
九
七
名
中
物
故
者
六
十
一
名
の
慰
霊
式
及
び
参
加
者

の
親
交
の
会
を
町
村
会
、
教
育
会
、
遺
族
会
の
主
催
で
行
う
。

-
英
霊
の
顕
彰

慰
霊
祭
は
郡
内
三
町
が
民
主
団
体
に
委
託
し
て
執
行
、

又
各
支
部
遺
族
会
が
農
閑

期
に
執
行
、
其
他
郷
友
会
、
傷
実
軍
人
会
、
英
霊
に
応
え
る
会
等
で
随
時
執
行
さ

れ
て
来
た
。
広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
主
催
第
一
回
慰
霊
祭
が
広
島
市
児
童
文
化
会

館
で
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
九
日
行
な
わ
れ
、
午
後
遺
族
大
会
が
あ
り
会
長
婦
人

代
表
出
席
し
た
。

世
羅
西
で
は
終
戦
五
十
周
年
記
念
と
し
て
町
民
一
丸
と
な
り
「
追
悼
の
碑
」
を
建

設
す
る
。
八
月
十
五
日
除
幕
式
。

-
忠
魂
碑
等
の
扱
い

509一

郡
内
に
忠
魂
碑
、
戦
没
記
念
碑
、
慰
霊
碑
、
平
和
塔
、
招
魂
社
等
が
明
治
以
降
、

旧
村
時
代
よ
り
建
設
さ
れ
て
い
た
が
戦
後
指
令
に
よ
り
公
地
に
あ
る
も
の
は
撤
去

を
命
ぜ
ら
れ
た
が
移
転
再
建
さ
れ
各
支
部
ご
と
に
維
持
清
掃
に
努
め
、
終
戦
記
念

日
八
月
十
五
日
等
に
供
養
祭
を
施
行
し
て
い
る
。

-
靖
国
神
社
団
体
参
拝
に
つ
い
て

戦
中
は
春
秋
の
大
祭
に
合
閲
さ
れ
る
英
霊
の
遺
族
は
招
待
参
拝
さ
れ
て
い
た
が
、

之
が
撤
廃
さ
れ
久
し
き
に
渡

っ
て
い
た
が
よ
う
や
く
昭
和
二
十
六
年
県
遺
族
会
主

催
で
決
行
さ
れ
世
羅
郡
よ
り
も
参
加
し
た
。
爾
来
備
後
遺
族
連
盟
の
主
催
で
の
団

参
を
度
重
ね
昭
和
三
十
年
代
は
世
羅
郡
主
催
で
単
独
で
決
行
、
東
京
靖
国
神
社
に

参
拝
後
皇
居
、

国
会
議
事
堂
、
市
内
見
学
に
つ
い
で
日
光
の
観
光
、
帰
途
京
都
西

ム
本
願
寺
に
参
拝
す
る
コ

|
ス
を
基
本
と
し
て
決
行
し
た
。
当
初
は
列
車
も
不
備
で
、



座
席
を
板
で
つ
な
ぎ
通
路
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
東
海
道
線
を
夜
行
で
往
復
し
た
靖

国
社
頭
の
対
面
は

一
生
の
念
願
で
あ

っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
県
は
遺
児
の
団
参
を
計
画
し
、
中
学
校
二
年
生
を
対
照
に

二
年
度

に
渡
り
決
行
。
本
郡
よ
り
十
六
名
、
第
二
回
目
も
十
六
名
が
参
拝
し
た
。

郡
主
催
で
隔
年
三
年
ご
と
、
決
行
、
仙
台
松
島
に
長
野
善
行
寺
に
、
伊
勢
等
に
旅

程
を
変
更
し
て
実
施
し
た
。
応
募
五
百
に
余
る
旅
団
を
パ
ス
運
行
で
富
士
五
湖
巡

り
を
し
た
事
も
あ
り
、
英
霊
の
お
陰
で
楽
し
い
旅
が
出
来
る
と
喜
ば
れ
て
い
る
。

-
備
後
護
国
神
社
団
参
等

広
島
県
に
は
護
国
神
社
が
二
社
あ
る
。
昭
和
二
七
年
頃
よ
り
原
爆
で
焼
失
し
た
広

島
護
国
神
社
の
再
建
、
招
魂
祭
の
復
活
運
動
が
お
こ

っ
た
。
時
の
県
会
議
長
小
谷

伝
一
氏
が
護
国
神
社
を
統
合
し

一
社
に
す
る
様
提
案
さ
れ
た
。

福
山
は
歩
兵
四
十
一
聯
隊
が
あ
り
備
後
の
英
霊
は
福
山
に
祭
ら
れ
る
慣
例
に
な

っ

て
い
る
と
主
張
、
福
山
市
長
藤
井
正
男
氏
は
市
会
議
長
や
桑
本
宮
司
を
地
方
に
派

遣
し
て
了
解
と
協
力
を
得
る
事
も
あ
り
世
羅
郡
は
福
山
に
変
更
決
定
し
た
。
こ
う

し
た
事
も
あ

っ
て
深
安
の
北
村
新
之
助
氏
等
の
協
力
に
よ
り
備
後
遺
族
連
盟
が
結

成
さ
れ
護
国
神
社
も
整
備
さ
れ
た
。

春
の
大
祭
に
は
郡
役
員
支
部
代
表
が
参
拝
し
、
秋
の
大
祭
に
は
三
町
そ
れ
ぞ
れ
、

パ
ス
を
仕
立
て
て
遺
族
の
参
拝
を
助
け
、
全
町
民
の
灯
明
料
を
集
め
て
奉
納
し
て

い
る
。
備
後
遺
族
会
館
も
出
来
、
神
社
の
維
持
管
理
に
奉
賛
会
結
成
を
な
し
、
遺

族
会
活
動
に
於
い
て
も
福
山
分
館
と
し
て
県
本
部
活
動
の
推
進
に
協
力
し
て
い

る

-
遺
族
会
研
修
等
の
行
事

郡
遺
族
会
は
三
町
の
会
長
、
婦
人
部
長
、
青
壮
年
部
長
に
十
二
の
支
部
長
、
婦
人

部
長
を
も
っ
て
組
織
し
て
年
三
固
定
例
集
会
を
な
し
活
動
の
計
画
、
実
践
、
反
省
、

中
央
、
県
の
情
報
伝
達
協
力
と
常
に
遺
族
精
神
の
高
揚
に
努
め
て
来
た
。

-
郡
下
関
係
団
体

(郷
友
会
、
傷
実
軍
人
会
、
原
爆
協
議
会
、
神
社
総
代
会
)
の
役

神
社
問
題
、

国
旗
、

員
と
の
協
議
会
を
聞
い
て
、
英
霊
に
応
え
る
会
を
強
化
し
、
英
霊
の
顕
彰
、
靖
国

国
歌
、
大
東
亜
戦
争
等
、
今
日
的
問
題
に

つ
い
て
協
議
し
正

し
い
日
本
の
心
振
興
育
成
に
努
め
て
い
る
。

-
郡
内
の
忠
魂
碑
、
招
魂
社
(
等
の
調
査
)

計
乍
旧
町
村
、
支
部

甲
山
町

世

羅

町

世
羅
西
町

言十

忠
魂
碑

nu 

平
和
塔

記
念
碑

招
魂
社

氏
神

・
合
併
社

四四四

五

ー 」ノ、

五

世
羅
西
町
は
五
十
年
記
念
に
慰
霊
碑
建
設
を
計
画
中
。

世

羅

郡

遺

族

会

役

員

表

(平
成
七
年

一
月
現
在
)

t 恥

;r::;; 

堀

健
太
郎

長

婦
人
部
長

竹
広

光
枝

青
年
部
長

今
回

春
昭

監

事

正
雄

藤
井

副
会
長

宮
本

悟
、
樫
原

真
詞

副
部
長

浦
谷
ミ
チ
エ
、
光
元

秀
代

副
部
長

下
住

優
、
松
山

理
人

斉
良

茂
樹





靖国団参記念 (皇居前、世羅郡遺族会、S54.10.29) 

旧甲山町戦没者動石碑 (S29. 9建立)



世
羅
郡
甲
山
町
伊

尾

風

林

寺

境

内

在
郷
軍
人
会
三
川
村
分
会
建
立

(
S
H
-
m
)
 

忠魂碑

帝国在郷軍人会東大田分会

世媛町本郷明善寺境内 (T13.5建立)

従軍記念碑

甲山町伊尾 井原八幡宮境内

(M36.10建立)



世緩郡遺族会 (於靖国神社、S57.11. 18) 

靖国団参記念写真 (旧甲山町班、 S30.11.24)

-514一



世羅郡遺族会靖国神社参拝記念 (世羅町班、 S62. 10.27) 

備後護国神社春季招魂祭参拝記念 (H5.5.8) 

-515 



明治33年旧世羅郡戦没者忠魂碑前で甲山支部遺族のお盆掃除記念 (S58. 8. 5) 

陸軍少尉新谷繁雄村葬写真 (旧三川村、甲山町)

-516ー



世羅郡遺族会、護国団参記念 (三川支部、 S32. 11. 24~30 ) 

(世羅西町)

武運長久の日の丸旗



支

部

長

内
海

勝
美
、
藤
井

嘉
文
、

正
明
、
保
水

正
雄
、
有
津

上
根

寅
雄
、

政
雄
、
長
谷
川
春
秋
、

田
丸

渉
、
服
部

粟
藤

正
義

婦
人
部
長
(
支
部
)

市
代
、
橘
鷹
ツ
ル
子
、
松
崎
モ
モ
ヨ
、
峠
越
カ
ツ
ヨ

茶
谷

松
原

正
代
、

山
丈

節
、
福
永

美
雪
、
松
永
イ
サ
オ

金
剛

久
子
、
井
上
フ
ジ
ノ

望
郷
の
ね
が
い

む
な
し
く

世
羅
郡
世
羅
西
町
長

平

野

節

美

ひ
た
ぶ
る
に
故
郷
恋
う
心
残
し
つ
』
夕
雲
燃
え
て
今
日
暮
れ
ん
と
す

今
日
も
か
も
熱
は
下
ら
ず
母
の
待
つ
故
郷
へ
還
り
し
夢
を
見
続
く

こ
れ
は
一
兵
士
の
短
歌
で
あ
る
が
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
募
ら
せ
つ
つ
そ
の
思
い
、

つ
い
に
叶
わ
ず
、
異
国
の
土
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
、
声
な
き
声
の
二
百
五
十
万
戦
士

者
の
等
し
く
死
の
際
ま
で
抱
き
続
け
た
望
郷
の
思
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

あ
れ
か
ら
も
う
四
十
九
年
、

」
の
世
に
生
を
受
け
人
間
と
し
て
与
え
ら
れ
た
一
期

の
人
生
を
、
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
し
て
征
き
、
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
出
征
兵
士
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
弟
や
妹
、
子
ど
も
、
愛
す
る
人
、
生
れ
育
ま
れ
た
ふ
る

さ
と
・
:
:
・
、
そ
ん
な
祖
国
の
難
を
、
自
分
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
救
お
う
と
、
純
粋

一
徹
、
果
敢
に
散
華
し
た
愛
国
の
尊
霊
。

「
俺
達
の
苦
し
み
と
死
が
肉
親
や
恋
人
の
為
に
、
祖
国
の
為
に
、
少
し
で
も
役
に

立
つ
の
な
ら
:
・」
と
ス
コ

ー
ル
の
如
く
銃
禅
降
り
し
き
る
戦
火
の
埼
禍
の
中
に
、
自

ら
進
ん
で
一
命
を
投
げ
う
っ
た
尊
霊
を
思
う
と
き
、
身
の
ふ
る
え
る
思
い
が
す
る
。

今
こ
こ
に
神
前
に
額
づ
き
尊
霊
を
招
魂
す
る
肉
親
の
為
に
、

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
同

胞
の
為
に
、
生
命
短
く
こ
の
世
を
去
っ
た
尊
霊
の
魂
の
証
を

」
の
世
に
生
あ
る
限

り
、
同
じ
昭
和
を
生
き
て

」
こ
に
残
さ
れ
た
者
の
使
命
と
し
て
、
愛
惜
し
、
追
悼

し
、
次
代
に
語
り
、
記
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
子
々
孫
々
に
伝
え
た
い
。

春
ら
ん
ま
ん
、
桜
咲
く
下
に
酔
い
、
歌
い
、
踊
る
|
|
、

こ
の
満
た
さ
れ
た
平
安

こ
そ
、

ふ
る
さ
と
の
明
日
を
夢
み
戦
い
つ
い
に
異
郷
に
生
命
絶
え
た
三
百
八
十
五
柱

の
尊
霊
の
生
命
の
代
償
に
在
る
こ
と
は
、

五
十
年
、
六
十
年
、

七
十
年
と
年
月
を
重

ね
、
そ
し
て
永
遠
の
時
を
刻
む
と
も
消
え
失
せ
る
こ
と
は
な
い
。

い
な
日
本
の
歴
史

の
続
く
限
り
消
し
て
は
な
ら
な
い
。

戦
後
焦
土
の
中
で
人
々
の
口
に
う
た
わ
れ
た
望
郷
「
異
国
の
丘
」
。
今
日
も
暮
れ

ゆ
く
異
国
の
丘
に
、
友
ょ
っ
ら
か
ろ
せ
つ
な
か
ろ
、
が
ま
ん
黙
っ
て
ろ
嵐
が
過
ぎ
り

ゃ
、
還
え
る
目
、
が
来
る
春
も
来
る
。
私
は
こ
の
世
羅
西
の
台
地
を
蹴
っ
て
四
囲
生
き

-518-

と
し
生
け
る
も
の
が
す
べ
て
芽
吹
く
春
が
来
れ
ば
、

必
ず
こ
の
「
異
国
の
丘
」
の
歌

詞
を
口
ず
さ
み
、
そ
し
て
う
た
う
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
春
を
夢
み
つ
つ
望
郷
の
思

い
せ
つ
な
く
、
異
郷
の
地
に
果
て
た
尊
霊
の
生
命
の
代
償
に
よ
っ
て
、
今
日
こ
う
し

て
、
ふ
る
さ
と
が
あ
り
、
私
が
存
在
す
る
こ
と
を
胸
底
深
く
刻
み
、
確
か
め
る
た
め

に
ー
ー
還
ら
ぬ
三
百
八
十
五
名
の
尊
霊
が
死
と
対
峠
し
て
、

は
る
か
な
る
異
国
の
地

に
思
っ
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
|
|
。
人
間
誰
し
も
生
に
未
練
の
な
い
は
ず

は
な
い
。
生
ま
れ
育
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
の
山
、
川
、

田
園
風
景
。
父
、

母
、
妻
、
子

ど
も
肉
親
、

そ
し
て
愛
す
る
人
。
こ
れ
ら
を
死
の
代
償
と
し
て
、
生
へ
の
執
着
、
生

へ
の
希
求
を
断
っ
た
に
違
い
な
い
。
戦
没
者
並
び
に
原
爆
死
没
者
の
ご
遺
族
を
助
け
、

励
ま
し
、
そ
し
て
手
を
と
り
合
っ
て
共
に
わ
が
世
羅
西
を
輿
し
よ
り
前
進
さ
せ
住
み

よ
い
町
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
生
命
短
く
望
郷
の
心
燃
や
し
つ
つ
異
国
の
土
と
化
し
た
、

尊
霊
の
願
い
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
と
固
く
信
じ
、

町
土
建
設
に
懸
命
の
努
力
を
し



て
ゆ
く
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
四
千
六
百
余
町
民
と
共
に
尊
霊
を

深
く
追
悼
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
安
ら
か
に
御
霊
を
し
ず
め
ら
れ
ん
こ
と
を
|
|
。

平
成
六
年
四
月
二
十
四
日

さ
く
ら
風
に
散
る
日

右
の
「
慰
霊
の
辞
」
は
町
長
が
祭
典
に
奉
読
し
た
も
の
で
、
毎
年
町
公
報
誌
に
の

せ
て
一
般
町
民
に
英
霊
顕
彰
の
思
想
高
揚
に
努
め
つ
つ
あ
る
。

父

木目
Jじ」、

出

の

、.
1
U
 

世
羅
郡
世
羅
町
青
壮
年
部
長

松

山

理

人

戦
後
も
既
に
半
世
紀
、
当
時
の
記
憶
も
次
第
に
色
あ
せ
て
来
ま
し
た
が
、
幼
い
頃

の
日
々
を
た
ど

っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
は
昭
和
十
九
年
の
夏
だ

っ
た
と
思

ぅ
。
上
の
畑
で
多
分
「
そ
ば
」
か
向
か
種
ま
き
の
準
備
を
し
て
い
た
時
に
村
役
場
の

人
が
赤
紙
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
。
そ
れ
を
受
取
っ
た
父
の
顔
が
一
瞬
曇

っ
て
舌
打
し

た
の
を
仲
介
し
た
子
供
の
ぼ
く
は
記
憶
し
て
い
る
。
父
は
そ
れ
以
前
に
も
福
山
の
兵

舎
で
二

i
三
年
の
訓
練
入
営
を
終
え
て
一
年
ば
か
り
が
た
つ
て
い
た
。
陸
軍
衛
生
上

等
兵
だ

っ
た
。
今
度
の
徴
兵
令
が
敗
色
漂
う
戦
地
行
き
だ
と
言
う
こ
と
は
父
に
は
よ

く
分
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
父
の
気
持
を
知
っ
て
か
ど
う
か
分
り
ま
せ
ん

が
見
送
り
の
時
租
父
の
手
を
振
り
切

っ
て
父
を
追

っ
た
ぼ
く
は
皆
に
取
り
こ
ま
れ
家

に
連
れ
帰
え
さ
れ
布
団
の
上
に
泣
き
伏
せ
寝
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
昼
下
り
の
目
覚
め

た
時
の
空
ろ
な
気
持
は
今
も
忘
れ
な
い
。
父
か
ら
は
そ
の
後
多
分
十
二
月
の
末
だ
と

思
う
が
ハ
ガ
キ
が
一
枚
届
い
た
き
り
だ

っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
近
郊
に
無
事

着
い
た
が
連
日
の
爆
撃
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
生
き
て
は
帰
れ
な
い
と
の
自
覚
か
ら

IJ、

私
に
母
や
祖
父
母
妹
た
ち
の
こ
と
も
託
し
た
結
び
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
る
。

父
の
戦
死
の
公
報
は
敗
戦
の
二
年
後
昭
和
二
十
二
年
ぼ
く
が
小
学
五
年
生
の
時
だ

っ
た
。
半
ば
覚
悟
し
て
い
た
と
は
言
え
母
や
祖
父
母
の
落
胆
は
大
き
か

っ
た
が
年
老

い
た
祖
父
母
と
四
人
の
幼
児
を
抱
え
た
母
の
苦
労
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

朝
は
朝
星
、
夜
は
夜
星
で
夕
食
後
も
田
ん
ぼ
に
出
か
け
て
「
は
で
」
掛
け
な
ど
す
る

母
を
ぼ
く
ら
も
手
伝
っ
た
が
そ
れ
か
ら
の
人
生
の
全
て
は
ぼ
く
達
四
人
の
子
供
の
た

め
に
費
さ
れ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
今
母
は
八
十
才
健
在
で
あ
る
。
そ
し

て
我
家
の
御
意
見
番
で
あ
り
、
精
神
的
支
柱
で
も
あ
る
。

せ
め
て
晩
年
は
心
豊
か
で

安
心
な
日
々
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

私
も
小
企
業
を
経
営
し
、
町
政
に
参
画
さ
せ
て
も
ら

っ
て

い
ま
す
が
、
常
に
困
難

や
失
意
に
見
舞
わ
れ
る
。
そ
ん
な
時
い
つ
も
私
を
ふ
ん
起
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
父

や
母
の
頑
張
り
ぬ
い
た
姿
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い

n
w
d
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。

悲

戦

し

き

終世
羅
郡
世
羅
西
町

竹

枝

広

光

む
し
暑
い
朝
だ

っ
た
。

八
月
六
日
勤
め
に
ゆ
く
田
の
畦
道
を
急
い
で
い
る
時
西
の

空
が
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
。
今
日
は
朝
か
ら
雷
が
鳴
る
の
か
と
思
っ
て
事
務
所
に
急
い

だ
。
そ
の
一
日
は
伺
も
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
夜
か
ら
翌
日
に
な
っ
て
「
広
島
が
や
ら

れ
た
」
と
次
々
に
ひ
ど
い
報
せ
が
伝
え
ら
れ
、
数
多
く
の
負
傷
者
も
送
ら
れ
て
来
ら

れ
る
有
様
、
張
り
つ
め
た
気
力
も
不
安
と
恐
怖
に
お
の
の
く
日
が
つ
づ
い
た
。

ま
し

て
八
月
十
五
日
終
戦
の
放
送
が
流
れ
た
。
歩
く
カ
も
動
く
力
も
失
せ
て
し
ま
っ
た
。



み
ん
な
泣
い
た
、
泣
い
た
、
荏
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
夫
は
す
で
に
二
年
前
に
戦
死
の
公
報
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
「
生
還
は
期
せ

ず
子
供
を
た
の
む
」
と
の
か
ん
た
ん
な
葉
書
を
最
後
に
南
方
に
向
っ
た
ま
ま
還
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

残
さ
れ
た
子
供
を
育
て
こ
の
戦
い
は
絶
対
に
勝
た
ね
ば
と
日
夜
張
り
切

っ
て
身
心

と
も
頑
張
っ
て
い
た
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
悲
し
い
終
戦
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
い

つ
ま
で
も
泣
い
て
ば
か
り
い

ら
れ
な
い
戦
後
の
社
会
で
し
た
。
物
資
の
不
足
、
食
糧
の
不
足
、

不
安
定
な
経
済
情

勢
の
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
戦
争
未
亡
人
。
女
の
細
腕
に
子
女
を
か
か
え
て
あ
え
ぐ
姿

は
実
に
哀
れ
で
見
る
に
堪
え
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
、
境
遇
を
同
じ
う
す

る
同
志
が

一
堂
に
会
し
て
共
に
泣
い
て
共
に
語
り
、

そ
う
だ
私
達
が
力
を
合
せ
よ
う

と
立
ち
上

っ
た
の
が
未
亡
人
会
の
起
り
で
あ
り
ま
し
た
。
各
所
に
こ
の
運
動
が
起
り

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
若
く
し
て
夫
を
国
に
捧
げ
た
者
同
志
の
集
い
、
そ
れ
は
そ
れ
は

悲
し
く
も
た
く
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
私
は
そ
の
先
頭
に
立

っ
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

日
本
の
平
和
、
東
洋
平
和
の
た
め
と
信
じ
て
尊
い
生
命
を
国
に
捧
げ
た
勇
士
の
精

神
に
従

っ
て
生
き
抜
き
、

日
本
の
母
と
し
て
子
女
を
強
く
立
派
に
育
て
よ
う
と
結
ば

れ
た
母
達
の
決
意
は
涙
ぐ
ま
し
く
も
熱
い
集
い
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
未
亡
人
会
も

年
月
を
経
て
尚
強
く
生
い
抜
く
集
い
と
し
て
現
在
の
全
国
未
亡
人
会
に
つ
な
が
り
、

そ
の
一
部
を
遺
族
婦
人
部
と
し
て
今
日
に
至
り
私
達
遺
族
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
共
に
生
き
つ
づ
け
る
会
と
し
て
大
切
に
し
て
居
り
ま
す
。
こ
う
し
た
会
員
の
強
い

つ
な
が
り
、
あ
く
ま
で
も
生
き
放
く
力
を
し
て
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
て
下
さ
っ

た
も
の
か
各
種
の
役
職
を
賜
り
何
か
と
お
世
話
さ
せ
て
下
さ
る
こ
と
に
強
く
感
謝
し

て
い
る
今
日
で
あ
り
ま
す
。

終
戦
、
以
来
半
世
紀
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
世
は
大
き
く
変
り
人
々
の
考
え
方

も
変
っ
て
い
る
今
日
で
も
私
達
戦
争
未
亡
人
に
は
、
あ
の
目
、
あ
の
ま
ま
に
思
い
出

は
今
も
強
く
強
く
生
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

戦
争
勃
発
以
来
出
征
兵
士
の
留
守
宅
を
守

っ
た
あ
の
淋
し
い
苦
し
さ

日
の
丸
の

旗
を
振

っ
て
泣
い
て
送
っ

た
出
征
兵
士
の
姿
、
戦
死
の
公
報
を
受
け
取
っ
た
時
の
あ

の
想
い
:
:
:
等
々
で
も
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
女
な
が
ら
も
鉢
巻
を
し
め
て
山
を
掘
り

原
野
を
耕
し
て
食
糧
増
産
に
遁
進
し
た
日
本
国
民
が
み
ん
な
で
む
か
え
た
終
戦
は
そ

れ
は
そ
れ
は
悲
し
い
も
の
で
し
た
。

い
つ
想
い
出
し
て
も
一段が

こ
み
上
げ
る
想
い
で
あ
り
ま
す
。

遺
族
の
誰
も
が
胸
い

っ
ぱ
い
に
想
い
を
秘
め
て
む
か
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
五
十
回

忌
に
あ
た
り
同
じ
想
い
で
在
り
し
日
を
偲
び
遺
族
の
皆
様
と
心
を
通
わ
せ
て
居
り
ま

す。

-520ー

い
つ
の
日
か
に
公
報
は
受
取
り
つ

つ
も
あ
の
大
陸
の
奥
に
、

又
南
海
の
果
に
、
孤

島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
も
し
や
、
も
し
や
と
想
い
つ
づ
け
て
来
た
妻
は
私
だ
け
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。


